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論文要旨 
 
本論文の目的は、西田哲学研究における伝統的立場、つまり仏教、とりわけ禅の立場に立脚し、
前期の処女作である『善の研究』（1911年）の中心概念である「純粋経験」の文脈の中にその後の
西田の思索も位置づけて理解しようとする立場とは異なる視座から西田哲学全体を捉え直すこと
を試みるものである。本論文では特に中期における『無の自覚的限定』（1932 年）から最晩年の
最後の完成論文「場所的論理と宗教的世界観」（1945 年）に至るまでの時期を中心的に取り扱う
が、この時期に見られる西田の思索は、前期の主客未分、自他合一、神人合一を主とする純粋経
験の立場からだけでは捉え尽くせない内容を持っている。つまり、この時期の西田の思索のなか
には、自己と他者、自己と世界、そして神と人間の関係性において、神（又は仏）の「絶対他者」
的超越性、我々人間に先立って働く絶対者の「先行性」、絶対者の人間に対する「不可逆」的超越
性を有した構造が見られるのである。換言すれば、西田哲学に見出される絶対者と人間とのあい
だの「不可逆」的関係は、中期の『無の自覚的限定』において見出され、後期西田の思索、さらに
は最晩年の論文「場所的論理と宗教的世界観」にまで一貫して存在しており、最晩年に近づくに
従ってより鮮明に論じられていると捉えられるのである。こうした西田の中・後期の思索の特質
は、従来の西田哲学研究においては取り上げられることは極めて少ない。 
 では、なぜ中期の『無の自覚的限定』から西田の思索に「不可逆」の把握が見出されると考え
られるのだろうか。それは、西田の前期の思索がどちらかと言えば「自覚」、つまり自己の意識内
部の方向にのみ徹底して展開されていた傾向が強く、その後、それを田辺元や三木清、戸坂潤等
が批判し、また当時一世を風靡していたマルクス主義の影響もあって、西田は中期以降の思索に 
おいて、改めて現実に存在する非合理性の問題を重く受け止め、他者や歴史、現実世界を重視す
るようになり、「社会的・歴史的世界」を強調する立場に転じたことによると考えられる。言い換
えれば、『無の自覚的限定』以降、自己の外部の現実世界との関わりから自己を捉えていく立場へ
と思想的転回が生じ、こうした転回に伴い、行為や実践の問題が論じられるようになり、またそ
れとの連関において「他者」や「身体」の問題が重要な役割を果たすようになった。このことと
西田の思索に「不可逆」の把握が生じ出したことには何らかの連関があるのではないかと考えら
れる。 
「他者」や「身体」の問題は、『無の自覚的限定』においてはじめて主題化され、西田独特の他
者論や身体論が展開される。そこでは、我々の自己は、身体的存在としての自己として捉えられ、
また私の意の範疇に全く収まらない「自己の如何ともしがたいもの」としての「汝」によって 
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絶対否定されることによって、はじめて自己が自己として成立すると理解される。このような 
自己矛盾的事実が我々の自己存在の根底に根差しているのであり、この自己矛盾的事実は自己の
力によっては除去し得るものではなく、その事実にどこまでも撞着するところにおいて宗教的 
要求が自己の内に生じると西田は捉えている。ここにおいて、他者は他者でも、神（又は仏）の
「絶対他者」としての「超越性」の働き、我々人間との関係における絶対者の「不可逆」的超越性
が見出されてくる。『無の自覚的限定』以降の思索において、我々人間に先立って働く絶対者の「先
行性」、絶対者と人間のあいだの「不可逆」的関係が見出されてくるのだが、一方で西田の思索に
はこうした「他者」の視点や「身体」の観点からの論究が中心的になされており、本論文では 
そのつながりに着目して考察する。従来の西田哲学研究では、「他者」や「身体」の問題に関する
論考は意外なことに少ない（とりわけ、「身体」の問題を扱った論究はより少ない）。その意味で、
本論文において「他者」や「身体」の問題に焦点を当て、掘り下げて捉えていくことは西田哲学
研究において一定の意義があるのではないかと考える。 
本論文の目的は、以上の論点を踏まえながら、『無の自覚的限定』以降の思索に西田の「不可逆」
の把握の一貫性が存在するのは、西田が中期から「他者」や「身体」の問題、さらにはその問題と
一体をなす「表現」の問題を重要視して自らの思索を展開したことと、この「不可逆」的構造と
が密接に結びついていることを明らかにすることである。そして、そのことを通じて、従来の 
伝統的立場とは異なる新しい西田哲学像を見出すことを試みることである。 
本論文ではまず、このような中期における西田の思索的転回までの道程（第 1 章から第 4 章 
まで）を、前期以前の時期の思索にまで遡ったところから辿っていく。第 1 章「西田幾多郎の 
思索の出発点にあるもの ――二つの「終焉記」を中心に――」では、西田の思想形成の出発点に
あるものを、前期以前の時期に西田が直面した、六歳になったばかりの次女幽子（1907年 1月 11
日）との「死別」体験に焦点を当てて考察する。西田はその悲哀体験を、『善の研究』に先立つ 1907
年に二つの「終焉記」ともいうべき文書で記している。本章では、この二つの終焉記の内容を元
にして、我が子との「死別」経験が「人生の悲哀」を自らの哲学と宗教の動機とする西田の思想
形成全体の出発点に大きく関わっていることを論じる。ここから明らかになることは、西田の 
思索の出発点には既に、中期の「他者」論や後期の「歴史的世界における表現的関係」、さらには
最晩年の「宗教論」における「逆対応」といった様々な概念や論理の基盤となる最も具体的で現
実的に生きられた経験――「深い人生の悲哀」――が存しているということである（もちろん、
二つの終焉記の内容だけがそれらの基盤となっているのではないが、重要な基盤の中の一つと言
えるのではないかと考える）。だからこそ、西田の哲学と宗教の生起する処は「人生の悲哀」で 
あると言われるのであり、西田の哲学的・宗教的思索とはこうした「西田の思索の出発点にある
もの」が概念や論理に高められてゆく思索的展開であることを指摘する。 
第 2 章「前期西田の思索的特徴――「他者・身体・表現・超越」の観点から――」では、前期
西田の思索的特徴を概観し、「他者」や「身体」の問題が主題化されない前期において「他者」や
「身体」、さらには「表現」や「超越」がどのように捉えられていたのかを、主に『善の研究』や
『自覚に於ける直観と反省』（1917年）、『芸術と道徳』（1923）、『働くものから見るものへ』（1927
年）を取り上げて確認していく。また、この前期の西田の思索が、中期以降の思索における 
「他者・身体・表現・超越」という観点に対してどのような位置を占めるのかについて論じる。
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さらに、前期の思索において、なぜ「他者」や「身体」、（絶対他者的な）「超越性」の側面が前面
に出て来なかったのかという点についても考察する。 
第 3章「中期西田における「他者」と「超越」――論文「私と汝」を中心に――」では、『無の
自覚的限定』所収の論文「私と汝」においてはじめて主題化される「他者」の問題、さらにはその
問題と密接に関わる「超越」の問題を考察する。ここではまず、西田が「他者」の問題を重要視す
るようになった経緯を辿る。その際に決定的な役割を果たしたのが、「西田先生の教を仰ぐ」（1930
年）以降から田辺元が展開する西田哲学批判である。西田は『無の自覚的限定』における諸論文
において田辺の一連の批判に応答していくのであるが、論文「私と汝」において、我々が出逢う
他の人格としての「汝」を、我々の自己に対して「絶対に非合理的なるもの」として位置づける
に至る。このように西田が他者論を主題化していく思想的展開を、田辺の西田哲学批判も踏まえ
つつ詳細に論じていく。その上で、西田が捉えた極めてパラドキシカルな「私と汝」関係に論及
し、同時にその関係性の底には絶対者と人間との関係における「不可逆」的超越性が見出せる 
ことを明らかにする。また、この時期に捉えられた「私と汝」関係が、従来の西田哲学研究に 
おいては最終的な西田他者論と見做されがちであるが、私と汝との二者の直接的無媒介な人格的
関係のみの世界はなお主観的世界であり、いわば広げられた私の世界であるとして後に自己批判
される問題を孕んでいることも指摘する。 
次に、第 4 章「中期西田における「身体」――『無の自覚的限定』を中心に――」では、中期
西田の身体論について論じる。『無の自覚的限定』では、西田の他者論とともに、「身体」の問題
も本格的に取り上げられていく。自己の外部にある他者や現実世界に関わる（行為する）という 
ことには「身体」が重要な役割を有するからである。この時期から、西田は「身体」の問題を本格
的に主題化しはじめ、『無の自覚的限定』では「身体」の立場から自己や他者を捉え直そうとする
思索的転回が生じ、西田の身体論が他者論とともに同時に展開されていく。本章では、『無の自覚
的限定』における諸論文において、「身体」の立場から自他や世界を捉え直していく西田の思想的
展開を見ていく。その上で、西田が論文「私と汝」（やその関連講演）において中心的に論じた、
私と汝という断絶した二人格が相結合する事態を可能にするものとして「身体」を重要視してい
ることに注目し、「（私と汝における）非連続の連続を可能にする身体」という観点で捉えること
を試みる。そのような身体は独特の意味での「行為」と「表現」の両義性を有する身体として 
理解されることが明らかとなる。その一方で、この時期の身体論には問題点が存在することも 
指摘する。それは、本章で見出された（私と汝における）非連続の連続を可能にするものとして 
の身体は、私と汝との二者の直接的無媒介な人格的関係のみの世界、つまり「なお主観的世界で 
あり、いわば広げられた私の世界」においてでしか成立し得ない、「客観的限定」を欠いている 
不十分な身体であるということである。 
西田の思索は中期から最晩年も含めた後期にかけて、「他者」や「身体」、「表現」の問題を重視
して思索を展開するが、中期の思索においてはまだ課題を残すものであった。そうした課題を 
克服せんがために、後期の思索において「他者」や「身体」、それらと密接に結び付く「表現」の
問題が捉え直されていく。そして、そのことにより、自己と他者や物、自己と世界、自己と絶対
者との関係性が、対象論理的な関係でもなく、絶対無の自覚にすべてが包摂される立場でもなく、
歴史的世界における「表現的関係」へと転換する思索が後期に展開される。 
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第 5 章「後期西田における「他者」と「身体」――「表現的関係」への転換――」では、後期
の思索において、『無の自覚的限定』における他者論や身体論に内在した問題を西田がどのように
克服していったのかを明らかにする。それは、後期西田における「弁証法的一般者」の立場から
捉え直されることとなる。そして、ここにおいて、本論文の重要な観点の一つである「表現」の
問題が西田の思索において前面に出て来る。弁証法的一般者の立場から「他者」や「身体」の 
問題が克服されたことにより、自己と物、自己と世界、自己と絶対者との関係性は、（上述したよ
うな）「表現的関係」として捉え直されていく。本章では、弁証法的一般者としての世界（歴史的
世界）における「表現的関係」とはどのような関係なのかを詳細に論じる。さらに、その「表現的
関係」には独特の二重構造が存在することを指摘する。 
第 6章「「表現」と「超越」――論文「実践哲学序論」を手がかりに――」では、前章で取り上
げた、歴史的世界における二重性を有した「表現的関係」にはいかなる事態が見られるのかとい
うことの解明を試みる。とりわけ、歴史的身体としての我々の自己と物や他者、自己と世界との
あいだの「表現的関係」の底に働く宗教的・超越的次元からの表現に着目して考察を行い、その
宗教的・超越的次元からの表現には、我々人間に先立って働く絶対者の「先行性」、我々人間に 
対する絶対者の「不可逆」的超越性が存在していることを明らかにする。その点に関する考察は、
『哲学論文集 第四』所収の論文「実践哲学序論」において西田がキルケゴールの『死に至る病』
を独自に解釈した思索を基にして比較思想的に考察を行う。本章を通じて見出せることは、西田
哲学における絶対者と人間との関係における「不可逆」の関係は、中期の『無の自覚的限定』 
以降、後期の思索にも一貫して存在しているということである。 
最後の第 7 章「逆対応の世界 ――論文「場所的論理と宗教的世界観」を中心に――」では、 
西田が最晩年に本格的に宗教の問題を論じた論文「場所的論理と宗教的世界観」（1945 年、以下
「宗教論」と略記）を取り上げ、その宗教論の核心概念である絶対者と人間との「逆対応」と 
いう概念に着目する。「逆対応」とは、端的に言えば、絶対者と人間というどこまでも相反するも
のが相互に相対立し断絶していながら、にもかかわらず相互に自己否定的に接しているという、
絶対者と人間との宗教的な関係を言い表す概念である。本章では、この「逆対応」に焦点を当て、
従来の西田哲学研究に散見される絶対者と人間とのあたかも両者の関係性からのみ捉えられてい
るような「逆対応」理解だけではなく、歴史的世界における我々の自己と物との二重性を有した
表現的関係全体――我々の自己に迫り来る物からの否定的表現のその底に同時に超越的なる絶対
者の表現も存在する関係――も視野に入れて、より幅広い観点からの「逆対応」理解を試みる。
言い換えれば、中期の『無の自覚的限定』から最晩年の「宗教論」に至るまで、「他者」や「身体」、
「表現」の問題を重視して展開してきた西田の動的でダイナミックな思索にどこまでも足場を置
いて「逆対応」を捉えていくということである。ここで見出されてくることは、絶対者の「無限
の慈悲」の働きは、我々の歴史的身体的自己がどこまでも物や他者と関わり合う中で立ち現れる
ということである。絶対者の働きは自らの超越性を否定し、我々の自己に対して物を通じて（極
限的な）否定的表現として現れる。そして、我々の自己はそのような物や他者との撞着を通じて
のみ、絶対者の「無限の慈悲」の働きに接することができるのであり、そのことにより我々の自
己は「真の個」たらしめられる。なぜそのような撞着を通じてのみなのかというと、物や他者と
いった種々なる形のその底には、その現れに先立って絶対者の無限の慈悲が働き続けている――
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絶対者は「自ら悪魔に堕して」あらゆる存在を救わんとして歴史的世界にあらゆる（相対的）形
に変じて現れ、その形を通じてその底から我々の自己を真の自己たらしめんと呼びかけ救わんと
し続けている――からなのである。こうした考察を通じて、最晩年の「宗教論」では、我々人間
に先立って働く絶対者の「先行性」が、絶対者と人間との二者関係にも、歴史的世界における二
重性を有した表現的関係全体にも、より鮮明に存在することを明らかにする。 
本論文は、以上のような各章の論述を通じて、先述した本論文の目的を明らかにするものであ
る。 
